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第５章
市民とともにつくる自立したまち
　第５章では，自立したまちを確立していくために必要な市民と行政との協働や行財政改革の推
進などに関する具体的な取組を示します。

　本市では，財政規律を踏まえた市民満足度の高い行財政運営を行うため，行財政改革を進めてき
ました。また，活力と魅力あるまちづくりに向け，市民と行政が一緒になって地域課題を解決する
ため，役割を分担し，協力・連携して取り組む協働のまちづくりも進めてきました。

　今後は，持続可能なまちづくりに向け，引き続き，効率的・効果的な行財政運営を行うとともに市
民活動や地域活動が活発化するための支援体制を充実し，地域の自治力の強化を進めるなど，より
一層協働のまちづくりを進めることが重要です。
　また，市域を越えて広域的に対応すべき課題が増えている中，近隣自治体と連携した活力ある地
域づくりを進めていく必要があります。

※�「今後，重要と思う人の割合」が平均値未満のものについても，施策として重要なものについては，積極的に取り組みます。

これまでの主な取組に対する市民の評価

これまでの主な取組内容 良くなったと
思う人の割合

今後，重要と
思う人の割合

市民への情報提供
　・�市ホームページの運営，情報公開の推進など

高

コミュニティ活動の支援
　・�公民館，コミュニティセンターの運営，地域活動の支援など

高

他の市町との交流の推進（外国との交流を含む）
　・�広域交流の推進，交流拠点となるような施設の整備など

低
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第５章の施策体系

都市内分権の推進と市民と行政との
協働による自立した都市の確立

協働と住民自治の推進

自立を持続する健全な行財政運営の
推進

持続可能なまちづくり

中国・四国地方の拠点都市にふさわ
しい広域行政の推進

広域交流・連携の推進

 

協働のまちづくり

　住民，自治会（町内会），ボランティア・NPO，企業，
行政が連携し，地域の特性を活かした魅力あふれるま
ちづくりに取り組めるよう，協働のまちづくりを進め
ています。

備後地域の広域連携

　備後地域の一体的発展が可能となるよう，広域的な
課題について自治体間
で連携して取り組み
ます。

子どもの市政参画

　次代を担う子どもたちが社会や地域，学校生活など
への関心を高め，まちづくりに参画できる子ども議会
や子どもフェスティバルなどを開催しています。

（仮称）神辺地域交流センター
の整備

　神辺地域のコミュニティ活動の拠点となるよう支
所機能，生涯学習機能，体育館機能などを併せ持つ複
合施設として（仮称）神辺地域交流センターを整備
します。

神石高原町

福山市

井原市

笠岡市

世羅町

三原市

尾道市

府中市
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協働と住民自治の推進

第１項

　防災や福祉，環境など，地域課題が多様化する中で，地域の特性を活かした魅力あ
るまちづくりを一層進めるためには，地域活動を通して市民一人ひとりが自分の住
むまちや地域，市政に関心を持つことが大切です。

　本市では，住民，自治会（町内会）やボランティア・ＮＰＯ，企業などとの協働によ
るまちづくりを進めており，地域の課題解決や活性化に向けた住民自らの取組を支
援する中，リーダー養成講座を開催するなど人材育成にも取り組んできました。

　今後も，地域活動を担う人材の育成やまちづくりへの参加意識の醸成，地域特性
を活かしたまちづくりを行うための拠点づくりや，必要な情報の提供・共有を，更に
進めていく必要があります。

取り巻く環境

●●●●●●●ここがポ イ ン ト

住みやすい地域をつくるため，自らのまちは自らがつくって
いくという気持ちを持つことが大切！

※ 市民アンケート調査…福山市のめざすべき将来像やまちづくりのあり方などについて，市民の意向やニーズを把握する
ために，市内の20歳以上の男女3,000人を対象に実施した市民アンケートのこと。「福山市の新しいまちづくりに関する
アンケート」の名称で，2010年（平成22年）11月に実施した。

不明・無回答
参加していない

その他

0 10 20 30 40 50（%）

NPO活動
消防団活動

地域おこしなどのまちづくり活動
地域安全・交通安全活動

ボランティア活動
PTAや子ども会活動
趣味などの同好会活動

【市民アンケート調査※】

3.3

36.5
1.7

0.5
1.5

7.3
7.5
8.9

11.8
18.0

47.3

36.5

7.3
7.5

47.3自治会・町内会活動

8.9

（資料）福山市資料　

市民が参加している地域活動（複数回答）
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住民が地域活動に積極的に参加しているいきいきとしたまち

目　　標

目標達成のための取組
参加・協働の推進
　地域活動を担う人材の育成やまちづく
りへの参加意識の醸成に努め，協働を支
える仕組みを充実していきます。

●人材づくり・意識づくり
●協働のシステムづくり

情報共有化の推進
　市が保有する情報を使いやすい・入手
しやすい形で提供・公開していきます。

● 多様な方法による情報提供・情報公開
の推進

住民自治の推進
　自治会（町内会）の組織力を高めるとと
もに，市民活動や地域活動が活性化するた
めの支援体制を充実します。

●地域自治力の強化

●●●●●●市民と して！

自分の住んでいるまちの地域活動に参加しましょう。

数値目標
まちづくりに関心がある市民の割合

80.0%以上
71.2%2010年度 

2016年度 

まちづくり座談会まちづくり座談会 防災運動会防災運動会 協働のばら花壇整備事業協働のばら花壇整備事業
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持続可能なまちづくり

第１項

　自治体を取り巻く行財政環境は，ますます厳しくなっています。だれもが安心
して安全で，活力ある生活を送ることができるまちづくりを進めていくために
は，健全で持続可能な行財政基盤を確立することが必要です。

　本市では，市民に一番身近な自治体として，市民ニーズや時代の変化を的確に
とらえ，市民本位・成果志向，迅速性とコスト意識を基本に，行財政運営を行って
きました。

　今後も，時代の変化に対応できる力やコスト意識を持ち，施策・事業の選択と
重点化を進めるなど効率的・効果的な行財政運営を行うことで，活力ある持続可
能なまちづくりを進めていきます。

取り巻く環境

●●●●●●●ここがポ イ ン ト

健全な行財政運営を行うには，市民と行政との信頼関係が大切！

　 福山市予算

���（資料）福山市資料
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その他：勤労者福祉・議会運営・災害復旧のためのお金
衛生費：健康を守るためやごみ処理のためのお金
教育費：学校教育や社会教育の振興のためのお金
公債費：市の借入金の返済のためのお金
土木費：道路・公園などを建設するためのお金
民生費：生活の安定や福祉の向上のためのお金

その他　　：使用料及び手数料,繰入金,諸収入など
県支出金　：県から使用目的を特定して交付されるお金
地方交付税：所得税など国税収入の一部が交付される,地方固有の財源
市債　　　：市が長期に借り入れるお金
国庫支出金：国から使用目的を特定して交付されるお金
市税　　　：個人市民税,法人市民税,固定資産税などの市の税金

1,685.61,691.6 1,691.6 1,685.6
1,558.51,558.5 1,558.51,558.5 1,565.31,565.3 1,594.31,594.31,565.31,565.3 1,594.31,594.3

1,685.61,691.6 1,691.6 1,685.6
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市民の信頼を得られるよう,効率的･効果的な行政活動を進めるまち

目　　標

目標達成のための取組
行財政改革の推進
　行財政改革に継続して取り組みます。 ●効率的・効果的な行政体制の確立

●市税の収納率向上と自主財源の確保

情報化の推進
　市民サービスの向上と行政の効率的な
運営に，ICTを積極的に活用していきます。

●市民サービスの拡充と質的向上
●行政内部の効率改善・コスト削減

●●●●●●市民と して！

大切な暮らしを支えるみんなの税です。納期内に納めましょう。

庁内LAN

電子自治体

どこでも

だれでも

自宅

職場

外出先

いつでも

市役所

支所

情報提供
情報共有

相談対応

申請・届出

施設予約

来庁

インターネット

対面での対応

福山市
ホームページ

www.city...
窓

　
　口

オ
ン
ラ
イ
ン
対
応

24時間
対応

数値目標
市税収納率（現年分）

98.7%以上
98.6%2010年度 

2016年度 
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広域交流・連携の推進

第１項

　交通手段や情報通信技術の進展により日常生活圏や経済圏が拡大するとともに，
大規模災害や救急医療など市域を越えて広域的に対応すべき課題が増えています。

　本市では，広島県東部と岡山県西部の市町との県境を越えた広域連携を進めるた
め，協議会の設置に向けて準備を進めるなど，備後圏域の一体的な発展に向けた取
組を行っています。

　今後は，地域の活性化や広域的な課題に連携して取り組み，備後圏域の魅力が最
大限に発揮された活力ある地域づくりを行っていく必要があります。

取り巻く環境

●●●●●●●ここがポ イ ン ト

各地域の特性を活かした広域的な連携が重要！

就業者の流出・流入の状況（2005年度（平成17年度））

尾道市

広島市

東広島市 三原市 笠岡市

里庄町

倉敷市

岡山市

浅口市井原市

神石高原町

府中市

世羅町

○○から福山へ

福山から○○へ 神石高原町から
458人

神石高原町へ　
382人

府中市から 　  
4,463人

府中市へ  　 　
5,898人世羅町から  　  

145人

世羅町へ   　 　
131人尾道市から  　  

6,898人

尾道市へ  　 　
6,198人

広島市から 　  
704人

広島市へ  　 　
989人

東広島市から   
214人

東広島市へ   　
175人

三原市から 　  
1,292人

三原市へ 　 　
1,371人

笠岡市から 　  
4,907人

笠岡市へ 　 　
3,120人

里庄町から 　  
511人

里庄町へ 　 　
335人

倉敷市から 　  
1,067人

倉敷市へ 　 　
771人

岡山市から 　  
600人

岡山市へ 　 　
882人

浅口市から 　  
871人

浅口市へ 　 　
240人

井原市から 　  
2,873人

井原市へ 　 　
2,071人

東広島市
広島市

三原市

尾道市 福山市

世羅町 府中市

神石高原町

井原市

岡山市

浅口市
笠岡市

里庄町

倉敷市

（資料）総務省「国勢調査」
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広域交流・連携により発展するまち

目　　標

目標達成のための取組
備後圏域の一体的な発展に向けた広域連携の推進
　近隣自治体と連携して，地域の活性化
や広域的な課題に取り組みます。

● 広域交流・連携による圏域の一体的発展

●●●●●●市民と して！

様々な広域イベントに参加しましょう。

市町交流グラウンド・ゴルフ大会市町交流グラウンド・ゴルフ大会

広域的な交流・連携

神石高原町

福山市

井原市

笠岡市

世羅町

三原市

尾道市

府中市

数値目標
広域交流・連携によるイベント・会議の回数

18回
10回2010年度 

2016年度 




